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荒井　義則
ARAI Yoshinori
要旨：地球環境の悪化は深刻な状況になりつつある。特に地球の温暖化は「温暖化の暴走」とい
われるほど進展が速く、さまざまな悪影響を多方面に及ぼしている。「気候変動」ではなく「気
候危機」という言葉も散見される。これらの環境悪化は人間の活動が主な原因であり、解決を困
難にしている。 解決のためには人間の意識の変化が重要である。そのためには、まず現状での
環境意識を知ることが必要となる。本稿では女子短大生を対象に実施した環境に関するアンケー
トを分析し、現状での環境意識を解析する。
キーワード：環境問題、地球の温暖化、オゾン層の破壊、酸性雨、砂漠化
１．はじめに
　地球環境の悪化は日常生活に多大な悪影響を与え、人類全体の生存まで脅かしている。地球環
境問題は国連・政府や一部の専門家だけでは解決は不可能で、一般の人々の生活様式の変革にか
かっている。それゆえ、いろいろな環境意識に関する調査が実施されている。
　本稿では、女子短大生の環境に関するアンケートを分析することにより、女子短大生の環境意
識を解析する。現在の状態が続く限り、現短大生が社会の中心となって活動するころには、地球
環境は更なる悪化をたどり、日常生活への悪影響は甚大なものとなる。したがって、現短大生の
環境意識を調査することの重要性は少なくない。
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　本アンケートは埼玉女子短期大学のコンピュータ会計の受講生に対して無記名で実施したもの
である。会計の授業で実施したのは今後「環境会計」がより重要になってくるからである。提出
は任意で、研究発表に用いることは事前に伝えてある。実施は2021年６月24日の「コンピュータ
会計A」の授業時、提出した受講生の人数は21名である。
２．アンケートの調査内容
　以下に「地球環境問題に関するアンケート」の設問内容を示す。
（1）地球環境問題に関心がありますか。
①非常にある。
②ある程度はある。
③あまりない。
④まったくない。
（2）地球環境問題に対する以下の考え方のうち、あなたの考え方に近いのはどれですか。
①地球環境問題は政府や自治体、あるいは国連が解決すべき問題であり、自ら取り組む必要は
ない。
②科学技術がさらに進歩すれば解決できる問題であるから、自ら取り組む必要はない。
③地球環境問題は重要な問題であるから、自ら積極的に取り組む必要がある。
④まったく関心がない。
（3）地球環境の保全と経済発展に関する以下の考え方のうち、あなたの考え方に近いのはどれで
すか。
①経済発展を多少犠牲にしても地球環境の保全に取り組むべきである。
②経済発展と地球環境の保全は両立できる。
③地球環境の保全より経済発展を優先すべきである。
④わからない。
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（4）地球の温暖化について答えてください。
①まったく知らない。
②聞いたことはあるが、内容はよくわからない。
③ある程度はわかる。
④よく理解している。
（5）オゾン層の破壊について答えてください。
①まったく知らない。
②聞いたことはあるが、内容はよくわからない。
③ある程度はわかる。
④よく理解している。
（6）酸性雨について答えてください。
①まったく知らない。
②聞いたことはあるが、内容はよくわからない。
③ある程度はわかる。
④よく理解している。
（7）砂漠化について答えてください。
①まったく知らない。
②聞いたことはあるが、内容はよくわからない。
③ある程度はわかる。
④よく理解している。
（8）京都議定書について答えてください。
①まったく知らない。
②聞いたことはあるが、内容はよくわからない。
③ある程度はわかる。
④よく理解している。
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（9）パリ協定について答えてください。
①まったく知らない。
②聞いたことはあるが、内容はよくわからない。
③ある程度はわかる。
④よく理解している。
（10）小学校や中学校で環境について学習したことはありますか。
①ある。
②ない。
（11）高校で環境について学習したことはありますか。
①ある。
②ない。
（12）学校以外で環境について学習したことはありますか。
①ある。
②ない。
（13）（12）で「ある。」と答えた人にお尋ねします。どこで環境について学習しましたか。
（14）環境によい商品について答えてください。
①少しぐらい高くても環境によい商品を購入する。
②普通の商品と同じくらいの価格であれば、環境によい商品を優先的に購入する。
③商品を購入するときには、環境については考慮しない。
（15）電気や水道について、すでに行っているものについては｢１｣、これから行いたいものには
「２」、行うつもりのないものには「３」を（　　）内に記入してください。
①不必要な照明はこまめに消す。（　　）
②テレビやラジオはつけっぱなしにしない。（　　）
③長時間使用しない家電製品のプラグはコンセントから抜いておく。（　　）
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④冷蔵庫にものをつめすぎたり、頻繁にドアを開けたりしない。（　　）
⑤水やお湯はだしっぱなしにしない。（　　）
⑥お風呂の水は有効に使う。（　　）
（16）ごみの削減について関心がありますか。
①非常にある。
②ある程度はある。
③あまりない。
④まったくない。 
（17）（16）で①、②を答えた人にお尋ねします。ごみの削減について行っていることあるいは今
後行いたいことを以下に書いてください。
３．アンケート結果
３ １　設問１～12、14、16の結果
　以下の表に設問１～12、14、16の結果をまとめてある。表中の数値は回答の割合を表す百分率
であるが、小数第２位を四捨五入してあり、また、無回答もあるので合計が必ずしも100％に
なっていない場合がある。
 
.
選択肢設問
④③②①
014.385.701
4.881.09.54.82
33.3061.94.83
085.714.304
038.157.14.85
042.957.106
052.447.607
04.857.138.18
表１　設問１～12、14、16の結果
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３ ２　設問13の結果
　地区の行事、地域、テレビ
３ ３　設問15の結果
　以下の表に設問15の結果をまとめてある。表中の数値は各問①～⑥における選択肢１、２、３
が選択された割合を表す百分率であるが、小数第2位を四捨五入してあるので合計が必ずしも
100％になっていない場合がある。
３ ４　設問17の結果
　・余分な紙は使わない。
　・野菜は皮ごと食べる。
　・無駄なものは買わない。
　・ビニール袋は断ってマイバッグを使う。
　・過剰包装の商品は避ける。
　・再利用できるものはリサイクルに出す。
.
.
.
2.49.571.414.39
－－010010
－－23.876.211
－－85.714.312
－23.857.19.514
028.647.619.016
番号選択肢 ３２１
09.590.5①
019.081.0②
4.852.442.9③
023.876.2④
09.590.5⑤
9.533.357.1⑥
表２　設問15の結果
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　・使わなくなった服を捨てるのではなく、あげたりしている。
　・使わなくなった服を作り変えていきたい。
　・必要以上にごみを出さない。
　・リサイクルできるものはリサイクルする。
　・姉の不用品で使えるものは使う。
　・消耗品は最後まで使う。
　・使いまわせるものは極力使う。
　・再利用できるものは再利用する。
　・分別（２名）。
　・エコバッグ（２名）。
　・プリント等は裏を利用する。
　・教科書、ノートなどリサイクルの日に出す。
　・段ボールはきちんとリサイクルとして出す。
　・リサイクルする。
　・なるべくごみを出さないようにする。
　以上が設問17の回答である。解答を分類すると以下のようになる。
　　　　①リサイクル・再利用　　　　　　11
　　　　②マイバッグ・エコバッグ　　　　 3
　　　　③ごみの減量・分別　　　　　　　 4
　　　　④物の節約　　　　　　　　　　　 5
となる。リサイクル・再利用が多いが、回答は多岐にわたっている。
４．アンケート結果の考察
４ １　全般の解析
　設問１の結果より「ある程度ある」は85.7%に上り、かなりの学生が地球環境問題に関心を寄
せていることが分かる。この理由の一つは、設問10、11の結果から分かるとおり、小学校・中学
校・高校における環境教育の影響がある。小学校・中学校では100%、高校では76.2%が環境教育
.
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を受けており、大部分の学生が環境の学習の経験を有している。環境教育の重要性はこの例から
考えても明らかである。これらの要因により学生の地球環境問題に寄せる関心が高くなっている。
ただ、「非常にある」が０％であることは気がかりな点である。「非常にある」という学生が増
加するような「授業」を実施するとともに、授業以外でも環境問題に関心を持たせる方策（たと
えば大学祭での研究発表など）が必要である。設問12の結果より、学校以外で環境教育を受けた
学生がいることは分かるが、その割合は非常に低い。環境展など環境に関する催しは少なくない
が、それに参加する学生が少ないことは「（環境問題に対する関心が）非常にある」という学生
が０％であることが主な原因であると考えられる。
　設問２より「自ら取り組むべき」と考える学生が81.0%と多数を占めており、自らの問題と考
えている学生が大部分を占める。このことは環境問題の解決に寄与する。一般の人々の環境に対
する取り組みが環境問題の解決に大いに役立つからである。
　環境問題の知識については、「まったく知らない」と回答した学生が「温暖化」０％、「オゾ
ン層の破壊」4.8％、「酸性雨」０％、「砂漠化」０％となり、かなり低くなっている。この点
は評価できる。ただし、「よく理解している」と回答した学生が「温暖化」０％、「オゾン層の
破壊」０%、「酸性雨」０%、「砂漠化」０%とすべて０％である。環境問題に対する正確な知
識は環境問題解決の第一歩である。短大・大学における環境教育の果たす役割（正確な理解を与
える）はますます重要さを増している。「京都議定書」については「まったく知らない」と回答
した学生は38.1%であり、「パリ協定」については14.3％である。パリ協定については例年通り
であるが、京都議定書については大幅に増加している。「パリ協定」は現行の地球温暖化に関す
る世界的な協定であり、いろいろなメディアで取り上げられることもあるが、「京都議定書」は
終了した議定書であるから、メディアで取り上げられることも少ない。このことが大きく影響し
ている。
　設問14の回答を見ると、「環境によい商品」について「同じ価格なら購入する」57.1％が「考
慮せず」23.8%を大きく上まっているが、「高くても買う」は9.5%で非常に少ない。商品購入に
ついては環境を考えているが、そのために高価格のものを購入することはないという学生が多い
という結果である。今後は「普通の商品と同じ価格の環境商品」の開発が重要になってくる。
　設問15の電気・水道については、①、②、③、④、⑤、⑥すべてにおいて、１「実施してい
る」と２「これから行いたい」を回答した学生の合計が90％を超えており、実生活でも環境に配
慮した生活をしていることが分かる。意識や知識だけでなく実践を伴っている点は評価できる。
　設問16、17のごみについては「非常にある」、「ある」を合わせると66.6%となり、環境問題同
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様関心の高さが伺える。設問17の回答例から考えると、実生活においてもごみの減量にむけてリ
サイクルや物を大事に使う「もったいない」精神が実践されており、この点は評価できる。
　以上の結果を要約すると、地球環境問題について、意識や知識は前回の調査１とほぼ同様であ
り、今後さらに強化していく必要がある。日常生活ではできる範囲で環境にやさしい生活を実践
している学生が多く、この点も前回と同様である。
４ ２　環境意識と経済活動
　設問２で「自ら取り組む必要がある」と答えた学生が設問３の経済活動についてどのような回
答をしているかを見ると、①「経済を多少犠牲にしても取り組むべき」が5.9％、②「両立でき
る」55.8%、③「経済優先」0%、④「わからない」35.3%である。環境問題に積極的な学生は環
境を優先するか、経済との両立を望む学生が多く、経済優先を望む学生は０であった。全学生の
割合と比べると、①「経済を多少犠牲にしても取り組むべき」がやや多く、②「両立できる」が
やや少なくなっているが、ほとんど同じ傾向である。この理由は大半の学生（81.0%）が（2）にお
いて③「自ら積極的に取り組む」を回答しているからである。
５．終わりに
　本稿では、短大生の環境アンケートを分析することにより、環境意識の解析を行った。結果は
環境意識、知識は前回の調査１とほぼ同様であり、生活実践では環境に良い行動を行っている学
生が多ことも前回と同様である。今後「よく理解している」学生を増加させる意味でも短大にお
ける環境教育をより充実していかなければならない。
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